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第 号

　日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

に携
たずさ

わっているみなさんがこのことばを耳
みみ

にしたとき、い

ったい何
なに

を連
れん

想
そう

するのでしょうか。また、もしもこれが「スタンダード日
に

本
ほん

語
ご
」という語

ご
順
じゅん

になったらどうでしょうか。後
あと

のそれは、たとえて言
い
え

ば「標
ひょう

準
じゅん

語
ご
」や「共

きょう
通
つう

語
ご
」がもつ意

い
味
み
や役

やく
割
わり

に近
ちか

いものです。しかし、話
わ

題
だい

の「日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

スタンダード」、つまり国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

がいま取
とり

組
く
んでい

るのは、日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
ぶ人

ひと
や教

おし
える人

ひと
が、どのような過

か
程
てい

（プロセス）を経
へ

てそれぞれの目
もく

標
ひょう

（ゴール）に達
たっ

するのか、導
みちび

くのかという「標
ひょう

準
じゅん

的
てき

」で

「体
たい

系
けい

的
てき

」な方
ほう

法
ほう

論
ろん

を整
せい

備
び
しようということなのです。ですから、標

ひょう
準
じゅん

的
てき

なアクセントやイントネーションが固
こ
定
てい

されたり、また語
ご
彙
い
や漢

かん
字
じ
の数

かず
が

制
せい

限
げん

された日
に
本
ほん

語
ご
を公

おおやけ
に決

き
めたりしようということではありません。

１．現
げん
在
ざい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
方
ほう
法
ほう
論
ろん
の問

もん
題
だい
点
てん

　もちろん、外
がい

国
こく

語
ご
の教

きょう
育
いく

は今
いま

にはじまったわけではなく、ずいぶん昔
むかし

か

ら行
おこな

われていて、それぞれの時
じ
代
だい

の要
よう

請
せい

に応
おう

じて、いろいろな方
ほう

法
ほう

論
ろん

が考
かんが

えられ、また教
きょう

材
ざい

も工
く
夫
ふう

されてきました。たとえば、学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

については、

「入
にゅう

門
もん

」や、｢ 初
しょ

級
きゅう

｣ 、「中
ちゅう

級
きゅう

」、「上
じょう

級
きゅう

」という分
わ
け方

かた
があります。しかし、

それぞれの分
わ
け方

かた
は、必

かなら
ずしも一

いっ
定
てい

不
ふ
変
へん

ではなく、また合
ごう

理
り
的
てき

でもないこ

とを、実
じつ

はみなさんが一
いち

番
ばん

よく知
し
っていると思

おも
います。分

わ
かっているよう

で分
わ
からないのは、「入

にゅう
門
もん

」と「初
しょ

級
きゅう

」との違
ちが

いですし、それぞれの「級
きゅう

」
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「日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

スタンダード」とは？
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ
  企

き
画
かく
調
ちょう
整
せい
課
か
長
ちょう
　嘉

か
数
かず
勝
かつ
美

み
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　国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
は、「日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード」の構

こう

築
ちく
をめざして、2005年

ねん
度
ど
に

日
に
本
ほん
で3回

かい
の国

こく
際
さい
ラウンド

テーブルを開
かい
催
さい
し、国

こく
内
ない
外
がい

の日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
、言

げん
語
ご
、及

およ
び

言
げん
語
ご
政
せい
策
さく
専
せん
門
もん
家
か
とともに検

けん

討
とう
を続

つづ
けています。この記

き

事
じ
では、海

かい
外
がい
で日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わるみなさんに、この「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
スタンダード」

についてお伝
つた
えします。

3 月
がつ

25 日
にち

に東
とう

京
きょう

で行
おこな

われた第
だい

3 回
かい

ラウンドテーブル（公
こう

開
かい

シンポジウム）には 340 名
めい

余
あま

りの参
さん

加
か
がありました。

「日本語教育スタンダード」とは？
■ 表紙・特集 ………………………………… 1

日本語事業部企画調整課長　嘉数　勝美
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の間
あいだ

の境
きょう

界
かい

線
せん

がどこであるのか、いつもみなさんを悩
なや

ませているはずです。

　｢ 日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

｣ で使
つか

われている「１級
きゅう

」から「４

級
きゅう

」までの「級
きゅう

」も、見
み
方
かた

によれば、上
じょう

記
き
の「初

しょ
級
きゅう

」、

「中
ちゅう

級
きゅう

」、「上
じょう

級
きゅう

」という考
かんが

え方
かた

と似
に
ていて、「級

きゅう
」別

べつ
に

平
へい

均
きん

学
がく

習
しゅう

時
じ
間
かん

や、習
しゅう

得
とく

した文
も
字
じ
（主

おも
に漢

かん
字
じ
）の数

かず
などを、

ある程
てい

度
ど
の標

ひょう
準
じゅん

としています。その意
い
味
み
では、「初

しょ
級
きゅう

」

⇒ ｢ 中
ちゅう

級
きゅう

｣ ⇒「上
じょう

級
きゅう

」というおおざっぱで感
かん

覚
かく

的
てき

な分
ぶん

類
るい

よりは、よほどしっかりできています。しかし、そ

れでもなお、下
した

の「級
きゅう

」から上
うえ

の「級
きゅう

」への移
い
行
こう

に

なめらかな連
れん

続
ぞく

性
せい

がないという指
し
摘
てき

もあるのです。ま

た、教
きょう

授
じゅ

法
ほう

については、伝
でん

統
とう

的
てき

な「文
ぶん

法
ぽう

・訳
やく

読
どく

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

（Grammar Translation Method）から、より実
じっ

際
さい

的
てき

な ｢ 自
し
然
ぜん

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

（Natural Approach）｣ や「直
ちょく

接
せつ

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

（Direct Method）」が生
う
まれ、そしてコミュニケ

ーション能
のう

力
りょく

を重
じゅう

視
し
した「コミュニカティブ言

げん
語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

 （Communicative Approach）」などさまざまな方
ほう

法
ほう

論
ろん

が考
かんが

え出
だ
されてきました。一

ひと
つひとつは、それぞ

れの特
とく

長
ちょう

をもっていますが、しかしこれらの教
きょう

授
じゅ

法
ほう

が

学
がく

習
しゅう

段
だん

階
かい

別
べつ

の指
し

導
どう

や達
たっ

成
せい

目
もく

標
ひょう

と  合
ごう

理
り

的
てき

に組
く

み合
あ

わさ

れてきたとは必
かなら

ずしも言
い
えないのです。

　特
とく

に、外
がい

国
こく

語
ご
としての日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

は、英
えい

語
ご
やフラン

ス語
ご
などと比

くら
べればその歴

れき
史
し
も経

けい
験
けん

も浅
あさ

く、多
おお

くの専
せん

門
もん

家
か
や関

かん
係
けい

者
しゃ

が懸
けん

命
めい

にいろいろな工
く
夫
ふう

をしてきたので

すが、海
かい

外
がい

での学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が急
きゅう

激
げき

に増
ふ
え、その年

ねん
齢
れい

層
そう

や、

学
がく

習
しゅう

動
どう

機
き
や目

もく
標
ひょう

が多
た
様
よう

化
か
するに伴

ともな
って、「だれが」、「ど

こで」、「どんな」対
たい

象
しょう

に当
あ
たっても、それぞれのゴー

ル（目
もく

標
ひょう

）にうまく導
みちび

くための理
り
論
ろん

的
てき

で体
たい

系
けい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

論
ろん

が不
ふ
十
じゅう

分
ぶん

であることに気
き
がついたのです。ここで言

い

う不
ふ
十
じゅう

分
ぶん

とは、一
ひと

つひとつに問
もん

題
だい

や課
か
題
だい

があるという

ことではありません。対
たい

象
しょう

や範
はん

囲
い
の限

かぎ
られた個

こ こ々
の教

きょう

育
いく

現
げん

場
ば
では、それでも一

いっ
定
てい

の成
せい

果
か
を挙

あ
げているという

ことはありますが、それぞれの結
むす

びつきに一
いっ

定
てい

の方
ほう

針
しん

や方
ほう

向
こう

性
せい

が見
み
られず、また学

がく
習
しゅう

成
せい

果
か
を測

そく
定
てい

・評
ひょう

価
か
する

手
しゅ

法
ほう

もまだ十
じゅう

分
ぶん

に整
せい

備
び
されていないということです。

２．日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の国

こく
際
さい
性
せい

　しかし、さまざまな国
くに

や地
ち
域
いき

の、さまざまな学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど
の中

なか
での日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の基
き
盤
ばん

づくりを支
し
援
えん

するこ

とを目
もく

的
てき

とする基
き
金
きん

にとって、そのような問
もん

題
だい

や課
か
題
だい

をそのままにしておくことは、望
のぞ

ましいとは言
い
えませ

ん。基
き
金
きん

による日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

事
じ
業
ぎょう

は、設
せつ

立
りつ

以
い
来
らい

一
いっ

貫
かん

して

一
ひと

つひとつの要
よう

望
ぼう

や実
じつ

情
じょう

に応
おう

じて行
おこな

われてきましたが、

先
さき

にも述
の
べたとおり、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の急
きゅう

速
そく

な国
こく

際
さい

的
てき

な広
ひろ

がりと多
た
様
よう

化
か
を目

ま
の当

あ
たりにして、もはや今

いま
までのよ

うな方
ほう

法
ほう

論
ろん

では、めまぐるしい変
へん

化
か
に追

お
いつけないの

ではないか、という「気
き
づき」がありました。また、

この国
こく

際
さい

的
てき

な状
じょう

況
きょう

から、文
も
字
じ
どおり、国

くに
の違

ちが
いや学

がく
習
しゅう

環
かん

境
きょう

の違
ちが

いを超
こ
えて、日

に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
育
いく

や学
がく

習
しゅう

を通
つう

じてお

互
たが

いに通
つう

じるところや、影
えい

響
きょう

し合
あ
うところがあること

も知
し
られてきて、日

に
本
ほん

語
ご
そのものに国

こく
際
さい

性
せい

があるのか

ないのかという議
ぎ
論
ろん

よりも、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

そのものの国
こく

際
さい

性
せい

が「熱
あつ

い話
わ
題
だい

」となってきているのです。

　言
げん

語
ご
教
きょう

育
いく

の国
こく

際
さい

性
せい

というと、国
こく

内
ない

や地
ち
域
いき

での多
た
言
げん

語
ご
化
か
が明

あき
らかなアメリカやオーストラリア、そしてヨ

ーロッパでの取
とり

組
く
みに注

ちゅう
目
もく

すべき動
うご

きがあることに、

おそらくみなさんも思
おも

い当
あ
たるでしょう。アメリカ

やオーストラリアでのそれは、一
ひと

つの国
くに

の中
なか

で、ヨ

ーロッパでのそれは、言
げん

語
ご
の異

こと
なる国

くに ぐ々に
による共

きょう
同
どう

体
たい

という枠
わく

組
ぐ
みの中

なか
で、複

ふく
数
すう

の言
げん

語
ご
教
きょう

育
いく

の間
あいだ

で共
きょう

有
ゆう

す

る「共
きょう

通
つう

」の方
ほう

法
ほう

論
ろん

を持
も
とうということなのです。こ

の考
かんが

え方
かた

でもっとも重
じゅう

要
よう

なことは、特
とく

定
てい

の言
げん

語
ご
に特

とく
別
べつ

な地
ち
位
い
や権

けん
威
い
を与

あた
えないということですが、まさにそ

の具
ぐ
体
たい

化
か
として、学

がく
習
しゅう

法
ほう

や指
し
導
どう

法
ほう

、到
とう

達
たつ

目
もく

標
ひょう

（成
せい

果
か
）

の評
ひょう

価
か
や認

にん
定
てい

に「共
きょう

通
つう

枠
わく

」を設
せっ

定
てい

することが実
じつ

現
げん

され

たのです。日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の国
こく

際
さい

性
せい

の強
きょう

化
か
についても、こ

れを参
さん

考
こう

にしつつ、またこれまでの蓄
ちく

積
せき

を活
い
かして

新
あたら

しい方
ほう

法
ほう

論
ろん

の工
く
夫
ふう

ができるのではないか、と考
かんが

えま

した。

３．本
ほん
格
かく
的
てき
な検

けん
討
とう
の開

かい
始
し
―ラウンドテーブル―

　その本
ほん

格
かく

的
てき

な検
けん

討
とう

のためには、まずそれらの現
げん

状
じょう

や

実
じっ

態
たい

を知
し
り、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

への応
おう

用
よう

ができるのかどうか

を見
み
極
きわ

めることが必
ひつ

要
よう

不
ふ
可
か
欠
けつ

ですから、私
わたし

たちは「日
に

本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

スタンダードの構
こう

築
ちく

をめざす国
こく

際
さい

ラウンドテ

ーブル」を開
かい

催
さい

することにしました。昨
さく

年
ねん

5 月
がつ

に第
だい

１
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回
かい

を、続
つづ

いて 11 月
がつ

に第
だい

２回
かい

を開
かい

催
さい

し、去
さ
る 3 月

がつ
25 日

にち

に、それまでの議
ぎ
論
ろん

や検
けん

討
とう

の成
せい

果
か
を紹

しょう
介
かい

することがで

きたのです。むろん、それは「完
かん

成
せい

品
ひん

」ではなく、い

わば「試
し
作
さく

品
ひん

」でした。第
だい

１回
かい

の議
ぎ
論
ろん

の中
なか

で、「スタ

ンダード」は（状
じょう

況
きょう

がつねに変
へん

化
か
することを考

かんが
えれば）

「完
かん

成
せい

品
ひん

」ではなく、その「過
か
程
てい

」において有
ゆう

効
こう

に機
き

能
のう

すればよいものである、という重
じゅう

要
よう

な指
し
摘
てき

がありま

したが、私
わたし

たちのはじめての「試
し
作
さく

品
ひん

」は、まだその

「過
か
程
てい

」の半
はん

分
ぶん

にも達
たっ

してはいないのです。そのほか

にも、「スタンダード」作
づく

りには、次
つぎ

のような視
し
点
てん

や

姿
し
勢
せい

が重
じゅう

要
よう

であることも分
わ
かり、これらが、私

わたし
たちの

「スタンダード」作
づく

りの基
き
本
ほん

となりました。

　・総
そう
括
かつ
的
てき
であること

　・開
かい
放
ほう
性
せい
があること

　・柔
じゅう
軟
なん
であること

　・創
そう
造
ぞう
的
てき
であること

　・ネットワーキングのためであること

　・強
きょう
制
せい
すべきものではないこと

　・ （完
かん
成
せい
品
ひん
ではなく、過

か
程
てい
であること）

　また、上
うえ

に紹
しょう

介
かい

した取
とり

組
く
みにはそれぞれの特

とく
長
ちょう

があ

りますが、とりわけ学
がく

習
しゅう

過
か
程
てい

と到
とう

達
たつ

目
もく

標
ひょう

との具
ぐ
体
たい

的
てき

な

結
むす

びきつきを明
めい

示
じ
した「ヨーロッパ言

げん
語
ご
教
きょう

育
いく

共
きょう

通
つう

参
さん

照
しょう

枠
わく

組
ぐ
み（CEF）」が私

わたし
たちの一

ひと
つの目

め
安
やす

となったのに

は、次
つぎ

のような理
り
由
ゆう

があります。それは、CEF があ

いまいな「級
きゅう

」や学
がく

習
しゅう

時
じ
間
かん

数
すう

を基
き
準
じゅん

に学
がく

習
しゅう

過
か
程
てい

と目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

し、その評
ひょう

価
か
を行

おこな
うのではなく、コミュニケー

ション能
のう

力
りょく

重
じゅう

視
し
の考

かんが
え方

かた
から、学

がく
習
しゅう

の成
せい

果
か
として「…

ができる」という標
ひょう

準
じゅん

を、４つの「技
ぎ
能
のう

」と３つの

「発
はっ

達
たつ

段
だん

階
かい

」の組
くみ

合
あわ

せによって、具
ぐ
体
たい

的
てき

に整
せい

理
り
してい

るからです。いわゆる“Can-Do-Statement（CDS）”

の導
どう

入
にゅう

です。実
じつ

は、いま改
かい

定
てい

が検
けん

討
とう

されている「日
に

本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

」においても、やはりこの CDS が一
ひと

つ

の基
き
準
じゅん

になっています。私
わたし

たちはこれまでの３回
かい

の

ラウンドテーブルを通
つう

じて、「日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

スタンダー

ド」の一
ひと

つの方
ほう

向
こう

性
せい

を見
みい

出
だ
しました。それは、国

こく
際
さい

文
ぶん

化
か
交
こう

流
りゅう

の一
いっ

環
かん

としての言
げん

語
ご
コミュニケーションの重

じゅう

要
よう

性
せい

に着
ちゃく

目
もく

した「相
そう

互
ご
理
り
解
かい

のための日
に
本
ほん

語
ご
」という考

かんが

え方
かた

で、しかも CEF や CDS を参
さん

考
こう

に、異
い
文
ぶん

化
か
・異

い

言
げん

語
ご
間
かん

コミュニケーションにおいて重
じゅう

視
し
される「課

か

題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

（Competence in accomplishing tasks）」

と「異
い
文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

能
のう

力
りょく

（Competence in international 

understanding）」の結
むす

びつきから、検
けん

討
とう

をはじめてみ

ようということです。

　最
さい

後
ご
になりましたが、この「日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

スタンダー

ド」はまだ仮
かり

の名
めい

称
しょう

であることを予
あらかじ

めお断
ことわ

りしておき

ます。これから数
すう

年
ねん

の検
けん

討
とう

や研
けん

究
きゅう

を経
へ
て、やがて一

いち
人
にん

前
まえ

になったときに、改
あらた

めてその「本
ほん

名
みょう

」と姿
すがた

をみなさ

んにご紹
しょう

介
かい

したいと思
おも

います。

第
だい

1 回
かい

ラウンドテーブル（限
げん

定
てい

公
こう

開
かい

）では、各
かっ

国
こく

の言
げん

語
ご
政
せい

策
さく

の紹
しょう

介
かい

を中
ちゅう

心
しん

に 2 日
か
間
かん

の討
とう

議
ぎ
が行

おこな
われました。（2005 年

ねん
5 月

がつ
14 ～ 15 日

にち
）

「課
か
題
だい

遂
すい

行
こう

能
のう

力
りょく

」と「異
い
文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

能
のう

力
りょく

」とは、相
そう

互
ご
に関

かん
連
れん

するものです。

上
じょう

図
ず
は、学

がく
習
しゅう

過
か
程
てい

の進
しん

度
ど
に応

おう
じた二

ふた
つの能

のう
力
りょく

の発
はっ

達
たつ

をイメージした

一
いち

例
れい

です。（第
だい

3 回
かい

ラウンドテーブル発
はっ

表
ぴょう

スライドより）

課題遂行能力 

基礎 

自立 

熟達 

異文化理解能力 

能力の発達イメージ
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　左
ひだり

の図
ず
は、コースデザインの流

なが
れと各

かく
時
じ
点
てん

でのチェック

ポイントを書
か
いたものです。

　どのような立
たち

場
ば
で教

おし
えていてもコース全

ぜん
体
たい

のことを把
は
握
あく

しておく必
ひつ

要
よう

があります。また２で考
かんが

えたように、日
ひ
々
び
の

授
じゅ

業
ぎょう

のことを考
かんが

えるときにも、この図
ず
にあるような項

こう
目
もく

を

常
つね

に意
い
識
しき

する必
ひつ

要
よう

があります。自
じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

の場
ば
合
あい

をふり返
かえ

り、

左
ひだり

の図
ず
の各

かく
項
こう

目
もく

の□にチェックしてみてください。

　チェックした結
けっ

果
か
はどうでしたか。全

すべ
ての項

こう
目
もく

について

既
すで

によく知
し
っている、よく考

かんが
えて決

き
めてあるという人

ひと
は少

すく

なかったのではないでしょうか。これからも授
じゅ

業
ぎょう

の計
けい

画
かく

を

立
た
てるときに、ときどき思

おも
い出

だ
して参

さん
考
こう

にしてみてくださ

い。

　ここでは、「日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

／コースデザイン」につ

いて考
かんが

える上
うえ

でのヒントを、ごく一
いち

部
ぶ
分
ぶん

ご紹
しょう

介
かい

しただけで

すが、興
きょう

味
み
のある方

かた
は参

さん
考
こう

文
ぶん

献
けん

リストを見
み
てさらに勉

べん
強
きょう

を

してみてください。

コースデザインの流
なが
れとチェックポイント

知
し
っていますか？

□ 自
じ
分
ぶん
の学

がっ
校
こう
や機

き
関
かん
、あるいは地

ち
域
いき

の教
きょう
育
いく
方
ほう
針
しん

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めてどのような教

きょう
師
し
が教

おし

えるのか、人
にん
数
ずう
、特

とく
性
せい
、能

のう
力
りょく
など

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めて教

きょう
師
し
たちの教

きょう
授
じゅ
スタ

イル、教
きょう
師
し
観
かん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が学

まな
ぶ理

り
由
ゆう
や目

もく
的
てき
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
経
けい
験
けん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の現

げん
在
ざい
の能

のう
力
りょく
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
スタイル

＜参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
＞

岡
おか
崎
ざき
　眸

ひとみ
・岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
（2001）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

における学
がく

習
しゅう

の分
ぶん

析
せき

とデザイン－言
げん

語
ご
習
しゅう

得
とく

過
か
程
てい

の視
し
点
てん

から見
み
た日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

－』

凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

川
かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
・横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう

（2005）『成
せい

長
ちょう

する教
きょう

師
し
のための日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

ガイドブック上
じょう

・下
げ
』ひつじ書

しょ
房
ぼう

　

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

（2006）『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ１

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

／コースデザイン』ひつじ書
しょ

房
ぼう

（７月
がつ

出
しゅっ

版
ぱん

予
よ
定
てい

）

小
こ
林
ばやし
　ミナ（1998）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
・分

ぶん
野
や
別
べつ

マスターシリーズ　

よくわかる教
きょう

授
じゅ

法
ほう

』

高
たか
見
み
澤
ざわ
孟
たけし

（2004）『新
しん

・はじめての日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

２　日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

入
にゅう

門
もん

』アスク語
ご
学
がく

事
じ
業
ぎょう

部
ぶ

田
た
中
なか
　望

のぞむ
（1988）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の方
ほう

法
ほう

―コースデザインの実
じっ

際
さい

―』

大
たい

修
しゅう

館
かん

書
しょ

店
てん

三
み
牧
まき
陽
よう
子
こ
（1995）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
トレーニングマニュアル⑤　日

に

本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

を理
り
解
かい

する本
ほん

　実
じっ

践
せん

編
へん

　解
かい

説
せつ

と演
えん

習
しゅう

』バベル･

プレス

上
うえ
のことをよく理

り
解
かい
して、次

つぎ
のことを決

き
めましたか？

決
き
められていますか？

□ コースが終
お
わったときに学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

できること（知
ち
識
しき
だけでなく、そ

の知
ち
識
しき
を使

つか
って何

なに
ができるか）

□ 文
も
字
じ
、語

ご
彙
い
、文

ぶん
型
けい
、機

き
能
のう
、場

ば
面
めん
、

話
わ
題
だい
、4技

ぎ
能
のう
のどこに重

じゅう
点
てん
を置

お
く

か、何
なに
を中

ちゅう
心
しん
に教

おし
えるか

□教
おし
える内

ない
容
よう
の量

りょう
やバランス、順

じゅん
番
ばん

□ 細
こま
かい授

じゅ
業
ぎょう
分
ぶん
担
たん
や全

ぜん
体
たい
のスケジュ

ール

□どのような教
おし
え方

かた
をするか

□具
ぐ
体
たい
的
てき
な練

れん
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう

□教
きょう
科
か
書
しょ
（主

しゅ
教
きょう
材
ざい
）

□副
ふく
教
きょう
材
ざい

□教
きょう
具
ぐ

□評
ひょう
価
か
方
ほう
法
ほう
、テスト方

ほう
法
ほう

□採
さい
点
てん
者
しゃ

□結
けっ
果
か
の利

り
用
よう
法
ほう

コース目
もく
標
ひょう

教
おし
える内

ない
容
よう

スケジュール

教
おし
え方

かた

教
きょう
材
ざい
・教

きょう
具
ぐ

評
ひょう
価
か
・テスト

学
がっ
校
こう
・機

き
関
かん
のこと

教
きょう
師
し
のこと

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のこと
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　第
だい

一
いっ

回
かい

目
め
は、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

とコースデザインについ

て考
かんが

えます。具
ぐ
体
たい

的
てき

な教
おし

え方
かた

や評
ひょう

価
か
の方

ほう
法
ほう

などについて考
かんが

える前
まえ

に、まず教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

は何
なに

か、教
おし

えることをどのよう

な姿
し
勢
せい

で捉
とら

える必
ひつ

要
よう

があるのか考
かんが

えてみましょう。

１．日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
をふり返

かえ
る

　まず日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

について考
かんが

える前
まえ

に、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し

にはどのような仕
し
事
ごと

があるか考
かんが

えてみましょう。今
いま

、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
をしている方

かた
は自

じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

の仕
し
事
ごと

のリストをつくって

みてください。まだ教
おし

えていない方
かた

は、どんな仕
し
事
ごと

がある

のか想
そう

像
ぞう

して書
か
いてみましょう。

　例
れい

） 「教
きょう

案
あん

を書
か
く」「授

じゅ
業
ぎょう

をする」「成
せい

績
せき

をつける」「試
し
験
けん

問
もん

題
だい

をつくる」・・・・・・・

　いかがでしたか。書
か
き出

だ
したものを眺

なが
めながら次

つぎ
の質

しつ
問
もん

に答
こた

えてみてください。

　１） その中
なか

には「教
おし

えること」だけでなく「学
まな

ぶこと」

も含
ふく

まれていましたか。

　２） その中
なか

には「教
きょう

室
しつ

の中
なか

」「学
がっ

校
こう

の中
なか

」ですることだ

けでなく、「学
がっ

校
こう

の外
そと

」ですることも含
ふく

まれていま

したか。

　もうお分
わ
かりのように、教

きょう
師
し
の仕

し
事
ごと

は、「教
おし

えること」

だけではありません。教
おし

えながら同
どう

時
じ
に学

まな
ぶこともたくさ

んあります。さらに、教
きょう

師
し
会
かい

に参
さん

加
か
して勉

べん
強
きょう

したり、常
つね

に

新
あたら

しい教
おし

え方
かた

に興
きょう

味
み
をもって勉

べん
強
きょう

したりする「学
まな

ぶこと」

も大
だい

事
じ
な仕

し
事
ごと

です。また、教
きょう

師
し
の仕

し
事
ごと

は学
がっ

校
こう

の中
なか

だけでは

ありません。地
ち
域
いき

の日
に
本
ほん

人
じん

コミュニティの活
かつ

動
どう

に協
きょう

力
りょく

し、

学
がく

生
せい

と日
に
本
ほん

人
じん

との交
こう

流
りゅう

をはかったり、同
おな

じ地
ち
域
いき

の教
きょう

師
し
と教

おし

え方
かた

について相
そう

談
だん

したりすることも大
だい

事
じ
な仕

し
事
ごと

です。

２． 日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
をする上

うえ
で理

り
解
かい
しておくべ

きこと

　次
つぎ

に仕
し
事
ごと

をする上
うえ

で理
り
解
かい

しておかなければならないこと

は何
なに

か考
かんが

えてみましょう。

　まず身
み
近
ぢか

な例
れい

から考
かんが

えてみることにします。たとえば

「明
あ
日
す
の授

じゅ
業
ぎょう

の計
けい

画
かく

を立
た
てる」ときのことを考

かんが
えてみてく

ださい。その仕
し
事
ごと

をするために、あなたはどのようなこと

を視
し
野
や
に入

い
れて考

かんが
えていますか、また考

かんが
えなければならな

いと思
おも

いますか。

　「明
あ
日
す
の授

じゅ
業
ぎょう

の計
けい

画
かく

を立
た
てる」ために、実

じつ
はかなり多

おお
く

のことを考
かんが

えているはずなのです。「学
がっ

校
こう
（機

き
関
かん

）」「教
きょう

師
し
」

「学
がく

習
しゅう

者
しゃ

」「コースの目
もく

標
ひょう

やスケジュール」「教
おし

える内
ない

容
よう

」「教
おし

え方
かた

」「教
きょう

材
ざい
・教

きょう
具
ぐ
」「評

ひょう
価
か
・テスト」など、様

さま
々
ざま

な項
こう

目
もく

に関
かん

することを考
かんが

えているのではないでしょうか。そしてこれ

は、一
ひと

つの日
に
本
ほん

語
ご
コースを設

せっ
計
けい

する、いわゆるコースデザ

インをするときと同
おな

じことなのです。教
きょう

師
し
はとにかくたく

さんの知
ち
識
しき

があれば良
よ
い、また、教

おし
える技

ぎ
術
じゅつ

が豊
ほう

富
ふ
であれ

ば良
よ
いと考

かんが
えていませんでしたか。教

きょう
師
し
には、知

ち
識
しき

の広
ひろ

さ

や技
ぎ
術
じゅつ

の豊
ほう

富
ふ
さだけでなく、授

じゅ
業
ぎょう

を組
く
み立

た
てるときにコー

ス全
ぜん

体
たい

に関
かか

わる様
さま

々
ざま

な要
よう

素
そ
を考

こう
慮
りょ

して考
かんが

える視
し
野
や
の広

ひろ
さも

必
ひつ

要
よう

なのです。

３．コースデザイン

　次
つぎ

にこのコースデザインのポイントについて考
かんが

えてみま

しょう。

The roles of teacher and course design.
The first step for teaching Japanese.

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
　久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ

第
だい
１回

かい

日
に
本
ほん
語

ご
教
きょう
師

し
の役

やく
割
わり
、コースデザインについて考

かんが
える

　海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう
し

てもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

　今
こん
号
ごう
から始

はじ
まる「日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな

んだことのない方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
を分

わ
かりや

すく解
かい
説
せつ
します。既

すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。
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　左
ひだり

の図
ず
は、コースデザインの流

なが
れと各

かく
時
じ
点
てん

でのチェック

ポイントを書
か
いたものです。

　どのような立
たち

場
ば
で教

おし
えていてもコース全

ぜん
体
たい

のことを把
は
握
あく

しておく必
ひつ

要
よう

があります。また２で考
かんが

えたように、日
ひ
々
び
の

授
じゅ

業
ぎょう

のことを考
かんが

えるときにも、この図
ず
にあるような項

こう
目
もく

を

常
つね

に意
い
識
しき

する必
ひつ

要
よう

があります。自
じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

の場
ば
合
あい

をふり返
かえ

り、

左
ひだり

の図
ず
の各

かく
項
こう

目
もく

の□にチェックしてみてください。

　チェックした結
けっ

果
か
はどうでしたか。全

すべ
ての項

こう
目
もく

について

既
すで

によく知
し
っている、よく考

かんが
えて決

き
めてあるという人

ひと
は少

すく

なかったのではないでしょうか。これからも授
じゅ

業
ぎょう

の計
けい

画
かく

を

立
た
てるときに、ときどき思

おも
い出

だ
して参

さん
考
こう

にしてみてくださ

い。

　ここでは、「日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

／コースデザイン」につ

いて考
かんが

える上
うえ

でのヒントを、ごく一
いち

部
ぶ
分
ぶん

ご紹
しょう

介
かい

しただけで

すが、興
きょう

味
み
のある方

かた
は参

さん
考
こう

文
ぶん

献
けん

リストを見
み
てさらに勉

べん
強
きょう

を

してみてください。

コースデザインの流
なが
れとチェックポイント

知
し
っていますか？

□ 自
じ
分
ぶん
の学

がっ
校
こう
や機

き
関
かん
、あるいは地

ち
域
いき

の教
きょう
育
いく
方
ほう
針
しん

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めてどのような教

きょう
師
し
が教

おし

えるのか、人
にん
数
ずう
、特

とく
性
せい
、能

のう
力
りょく
など

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めて教

きょう
師
し
たちの教

きょう
授
じゅ
スタ

イル、教
きょう
師
し
観
かん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が学

まな
ぶ理

り
由
ゆう
や目

もく
的
てき
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
経
けい
験
けん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の現

げん
在
ざい
の能

のう
力
りょく
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学

がく
習
しゅう
スタイル

＜参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
＞

岡
おか
崎
ざき
　眸

ひとみ
・岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
（2001）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

における学
がく

習
しゅう

の分
ぶん

析
せき

とデザイン－言
げん

語
ご
習
しゅう

得
とく

過
か
程
てい

の視
し
点
てん

から見
み
た日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

－』

凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

川
かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
・横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう

（2005）『成
せい

長
ちょう

する教
きょう

師
し
のための日

に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

ガイドブック上
じょう

・下
げ
』ひつじ書

しょ
房
ぼう

　

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん

（2006）『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ１

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

／コースデザイン』ひつじ書
しょ

房
ぼう

（７月
がつ

出
しゅっ

版
ぱん

予
よ
定
てい

）

小
こ
林
ばやし
　ミナ（1998）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
・分

ぶん
野
や
別
べつ

マスターシリーズ　

よくわかる教
きょう

授
じゅ

法
ほう

』

高
たか
見
み
澤
ざわ
孟
たけし

（2004）『新
しん

・はじめての日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

２　日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

入
にゅう

門
もん

』アスク語
ご
学
がく

事
じ
業
ぎょう

部
ぶ

田
た
中
なか
　望

のぞむ
（1988）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の方
ほう

法
ほう

―コースデザインの実
じっ

際
さい

―』

大
たい

修
しゅう

館
かん

書
しょ

店
てん

三
み
牧
まき
陽
よう
子
こ
（1995）『日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
トレーニングマニュアル⑤　日

に

本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

を理
り
解
かい

する本
ほん

　実
じっ

践
せん

編
へん

　解
かい

説
せつ

と演
えん

習
しゅう

』バベル･

プレス

上
うえ
のことをよく理

り
解
かい
して、次

つぎ
のことを決

き
めましたか？

決
き
められていますか？

□ コースが終
お
わったときに学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

できること（知
ち
識
しき
だけでなく、そ

の知
ち
識
しき
を使

つか
って何

なに
ができるか）

□ 文
も
字
じ
、語

ご
彙
い
、文

ぶん
型
けい
、機

き
能
のう
、場

ば
面
めん
、

話
わ
題
だい
、4技

ぎ
能
のう
のどこに重

じゅう
点
てん
を置

お
く

か、何
なに
を中

ちゅう
心
しん
に教

おし
えるか

□教
おし
える内

ない
容
よう
の量

りょう
やバランス、順

じゅん
番
ばん

□ 細
こま
かい授

じゅ
業
ぎょう
分
ぶん
担
たん
や全

ぜん
体
たい
のスケジュ

ール

□どのような教
おし
え方

かた
をするか

□具
ぐ
体
たい
的
てき
な練

れん
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう

□教
きょう
科
か
書
しょ
（主

しゅ
教
きょう
材
ざい
）

□副
ふく
教
きょう
材
ざい

□教
きょう
具
ぐ

□評
ひょう
価
か
方
ほう
法
ほう
、テスト方

ほう
法
ほう

□採
さい
点
てん
者
しゃ

□結
けっ
果
か
の利

り
用
よう
法
ほう

コース目
もく
標
ひょう

教
おし
える内

ない
容
よう

スケジュール

教
おし
え方

かた

教
きょう
材
ざい
・教

きょう
具
ぐ

評
ひょう
価
か
・テスト

学
がっ
校
こう
・機

き
関
かん
のこと

教
きょう
師
し
のこと

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のこと
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◆ 文
ぶん
化

か
理

り
解
かい
を促

うなが
す補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい

　みなさんは、どのような補
ほ
助
じょ

教
きょう

材
ざい

を使
つか

っていますか。

補
ほ
助
じょ

教
きょう

材
ざい

として、写
しゃ

真
しん

や絵
え
パネル、実

じつ
物
ぶつ

、ビデオや音
おん

声
せい

テープなどさまざまなものを使
つか

っていると思
おも

います。日
に

本
ほん

の物
もの

や写
しゃ

真
しん

などを利
り
用
よう

すると、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の興
きょう

味
み
をひきつ

け楽
たの

しく練
れん

習
しゅう

できるだけでなく、日
に
本
ほん

の姿
すがた

を伝
つた

えること

ができるという効
こう

果
か
があります。自

じ
分
ぶん

の国
くに

にない物
もの

や、

同
おな

じ物
もの

でも形
かたち

や素
そ
材
ざい

が違
ちが

う物
もの

の場
ば
合
あい

、日
に
本
ほん

と自
じ
国
こく

の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か
の違

ちが
いに気

き
づかせることもできます。また、日

に
本
ほん

人
じん

の意
い
識
しき

調
ちょう

査
さ
の結

けっ
果
か
などのデータも自

じ
分
ぶん

たちの考
かんが

えと比
ひ
較
かく

させることができ、文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

を深
ふか

めることに役
やく

立
だ
ちます。

◆ 実
じつ
物
ぶつ
を使

つか
う

　文
ぶん

型
けい

の導
どう

入
にゅう

や練
れん

習
しゅう

のときにも、日
に
本
ほん

の実
じつ

物
ぶつ

を使
つか

えば、

文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

を授
じゅ

業
ぎょう

に簡
かん

単
たん

に取
と
り入

い
れることができます。例

たと

えば、次
つぎ

のような取
と
り入

い
れ方

かた
ができます。

　 

　文
ぶん
型
けい
：（道

どう
具
ぐ
／手

しゅ
段
だん
）で（動

どう
詞
し
）ます

目
もく
標
ひょう
：文

ぶん
型
けい

の導
どう

入
にゅう

と練
れん

習
しゅう

。

　　　 道
どう

具
ぐ
や食

しょく
文
ぶん

化
か
などの違

ちが
いについて知

し
り、異

い
文
ぶん

化
か
に

興
きょう

味
み
を持

も
たせる。

活
かつ
動
どう
：

① 日
に
本
ほん

の年
ねん

賀
が
状
じょう

（実
じっ

際
さい

に使
つか

われたもの）を見
み
せ、年

ねん
賀
が
状
じょう

がどういうものか話
はな

す。次
つぎ

に、毛
もう

筆
ひつ

で書
か
かれた年

ねん
賀
が
状
じょう

を見
み
せ、何

なに
で書

か
いたか考

かんが
えさせる。日

に
本
ほん

の毛
もう

筆
ひつ

を見
み
せ

ながら「筆
ふで

で書
か
きました」（過

か
去
こ
の形

かたち
がまだの場

ば
合
あい

は

「筆
ふで

で書
か
きます」）と言

い
い、この文

ぶん
型
けい

を導
どう

入
にゅう

する。

② 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の国
くに

の料
りょう

理
り
の写

しゃ
真
しん

を見
み
せ、何

なに
で食

た
べるか聞

き
く。

次
つぎ

に、日
に
本
ほん

の料
りょう

理
り
（箸

はし
で食

た
べるもの）の写

しゃ
真
しん

を見
み
せ、

何
なに

で食
た
べるか聞

き
く。そして、日

に
本
ほん

の箸
はし

を見
み
せる。

③ 同
おな

じように、自
じ
分
ぶん

の国
くに

にある料
りょう

理
り
、日

に
本
ほん

の料
りょう

理
り
を挙

あ
げ

て、何
なに

で食
た
べるか口

こう
頭
とう

で練
れん

習
しゅう

する。そのとき、同
おな

じよ

うな料
りょう

理
り
でも、日

に
本
ほん

とは食
た
べ方

かた
が違

ちが
うものを挙

あ
げると

よい。

例
れい
）そば→はしで食

た
べます。

　　　　　　 （自
じ
国
こく

のそばに似
に
た料

りょう
理
り
）は、スプーンと

フォークで食
た
べます。

応
おう
用
よう
：

・ 箸
はし

以
い
外
がい

の食
しょっ

器
き
などの物

もの
や道

どう
具
ぐ
に注

ちゅう
目
もく

して、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

や

文
ぶん

化
か
の違

ちが
い、共

きょう
通
つう

点
てん

を考
かんが

える活
かつ

動
どう

に発
はっ

展
てん

させる。

・ 毛
もう

筆
ひつ

書
が
きの年

ねん
賀
が
状
じょう

を通
とお

して、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

が時
じ
代
だい

によって

変
か
わっていくことを紹

しょう
介
かい

し、文
ぶん

化
か
が変

か
わることもある

ということに気
き
づかせる。

◆ 視
し
覚
かく
教
きょう
材
ざい
を使

つか
う

　会
かい

話
わ
の練

れん
習
しゅう

をするとき、場
ば
面
めん

の提
てい

示
じ
のために写

しゃ
真
しん

やイ

ラストを使
つか

うことがあります。そのときに日
に
本
ほん

の場
ば
面
めん

を

用
もち

いれば、日
に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
、習

しゅう
慣
かん

も同
どう

時
じ
に扱

あつか
うことができま

す。ここでは「みんなの教
きょう
材
ざい
サイト」で提

てい
供
きょう

されている

写
しゃ

真
しん

とイラストを使
つか

った会
かい

話
わ
練
れん

習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

を紹
しょう

介
かい

します。

＜金
かね
子
こ
さんの家

いえ
の玄

げん
関
かん
で＞

ヤン：こんにちは。

金
かね
子
こ
：いらっしゃい。どうぞお上

あ
がりください。

ヤン：失
しつ

礼
れい

します。

目
もく
標
ひょう
：訪

ほう
問
もん

の場
ば
面
めん

での会
かい

話
わ
ができる。

　　　 訪
ほう

問
もん

時
じ
における日

に
本
ほん

の習
しゅう

慣
かん

について学
まな

び、自
じ
分
ぶん

た

ちの習
しゅう

慣
かん

と比
くら

べる。

活
かつ
動
どう
：

① 訪
ほう

問
もん

の場
ば
面
めん

の写
しゃ

真
しん

を見
み
せて、この写

しゃ
真
しん

が何
なん

の場
ば
面
めん

か、

どのような会
かい

話
わ
をしているか、考

かんが
えさせる。

※写
しゃ

真
しん

は『写
しゃ

真
しん

パネルバンク』に同
おな

じものがあります。

② 訪
ほう

問
もん

場
ば
面
めん

の会
かい

話
わ
を導

どう
入
にゅう

し、なぜ「上
あ
がる」という動

どう

授
じゅ

業
ぎょう

のヒント
今
こん
回
かい
は前

ぜん
回
かい
に続

つづ
き、日

に
本
ほん
語
ご
授
じゅ
業
ぎょう
にどのように文

ぶん
化
か

理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
むことができるか、特

とく
に、実

じつ
物
ぶつ
や写

しゃ

真
しん
などの補

ほ
助
じょ
教
きょう
材
ざい
の効

こう
果
か
的
てき
な使

つか
い方

かた
を紹

しょう
介
かい
します。

テーマ 外
がい
国
こく
語
ご
学
がく
習
しゅう
に文

ぶん
化
か
理
り
解
かい
を取

と
り込

こ
む 2

　
Ideas for Japanese-Language Classrooms

　目
もく
的
てき

　　　 日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

に文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

が必
ひつ

要
よう

であることを知
し
る。

　学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

　　　初
しょ

級
きゅう

以
い
上
じょう

　クラスの人
にん
数
ずう

　　　何
なん

人
にん

でも

　　　 日
に
本
ほん

語
ご
と自

じ
国
こく

の文
ぶん

化
か
の共

きょう
通
つう

点
てん

と相
そう

違
い
点
てん

に気
き
づく。

　　　 異
い
文
ぶん

化
か
に対

たい
応
おう

できる力
ちから
（異

い
文
ぶん

化
か
間
かん

能
のう

力
りょく

）を育
そだ

てる。

http://www.jpf.go.jp/kyozai/
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詞
し
を使

つか
うのか、玄

げん
関
かん

のイラストを見
み
せて考

かんが
えさせる。

（日
に
本
ほん

では玄
げん

関
かん

で靴
くつ

を脱
ぬ
ぐ。家

いえ
の中

なか
が靴

くつ
を脱

ぬ
ぐところ

より高
たか

くなっている。）

③ 訪
ほう

問
もん

の場
ば
面
めん

の会
かい

話
わ
を練

れん
習
しゅう

する。そのときに、おじぎを

する、握
あく

手
しゅ

をしないなどの身
み
振
ぶ
りや態

たい
度
ど
も教

おし
える。

④ ロールプレイを練
れん

習
しゅう

し、一
ひと

組
くみ

ずつクラスの前
まえ

で発
はっ

表
ぴょう

さ

せる。

⑤ もう一
いち

度
ど
写
しゃ

真
しん

を見
み
せて、そのほかの日

に
本
ほん

の訪
ほう

問
もん

のマナ

ーを紹
しょう

介
かい

し、自
じ
分
ぶん

たちの文
ぶん

化
か
や習

しゅう
慣
かん

と似
に
ているところ、

違
ちが

うところを話
はな

し合
あ
わせる。（例

たと
えば、日

に
本
ほん

では玄
げん

関
かん

のドアを家
や
主
ぬし

が開
あ
けるまで客

きゃく
は待

ま
っている。客

きゃく
は手

て

土
みやげ
産を持

も
っていく、訪

ほう
問
もん

するときの約
やく

束
そく

のし方
かた

など。）

応
おう
用
よう
：

・ 写
しゃ

真
しん

やビデオを自
じ
分
ぶん

で撮
と
り、授

じゅ
業
ぎょう

で使
つか

う。ビデオは、

写
しゃ

真
しん

に比
くら

べて伝
つた

えられる情
じょう

報
ほう

が多
おお

く、行
こう

動
どう

や身
み
振
ぶ
りな

どもはっきりしているので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に異
い
文
ぶん

化
か
の気

き
づき

を促
うなが

しやすい。

◆ データを使
つか
う  

　日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
ぶ学

がく
習
しゅう

者
しゃ

なら、日
に
本
ほん

人
じん

がふだんどのように

生
せい

活
かつ

しているかに興
きょう

味
み
を持

も
っているのではないでしょう

か。ここでは、日
に
本
ほん

を含
ふく

む複
ふく

数
すう

の国
くに

の若
わか

者
もの

の意
い
識
しき

調
ちょう

査
さ
の

結
けっ

果
か
を使

つか
った活

かつ
動
どう

を紹
しょう

介
かい

します。

　下
した

の表
ひょう

は、内
ない

閣
かく

府
ふ
（日

に
本
ほん

の政
せい

府
ふ
機
き
関
かん

）が、日
に
本
ほん

、アメリカ、

ドイツ、スウェーデン、韓
かん

国
こく

の18才
さい

から24才
さい

の若
わか

者
もの

を対
たい

象
しょう

に2003年
ねん

に行
おこな

った調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
をまとめたものです（下

か
記
き

ウェブサイトで質
しつ

問
もん

票
ひょう

と調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
が公

こう
開
かい

されている。）

目
もく
標
ひょう
：調

ちょう
査
さ
結
けっ

果
か
が説

せつ
明
めい

できる。

　　　 他
ほか

の国
くに

の若
わか

者
もの

の休
きゅう

日
じつ

の過
す
ごし方

かた
について知

し
り、自

じ

分
ぶん

たちと比
くら

べる。

活
かつ
動
どう
：

① 学
がく

習
しゅう

者
しゃ

をペアまたはグループにして、調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
の説

せつ
明
めい

を考
かんが

えさせ、発
はっ

表
ぴょう

させる。

　例
れい
） 休

きゅう
日
じつ

の過
す
ごし方

かた
について説

せつ
明
めい

します。５つの国
くに

の

調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
を見

み
ると、どの国

くに
の若

わか
者
もの

も「友
ゆう

人
じん

と共
とも

に

過
す
ごす」が一

いち
番
ばん

多
おお

いです。ドイツ以
い
外
がい

の国
くに

では「テ

レビなどを見
み
てのんびり過

す
ごす」若

わか
者
もの

が多
おお

いです。

「パソコンやインターネットを利
り
用
よう

」する若
わか

者
もの

が

多
おお

いのは韓
かん

国
こく

だけです。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がすぐに説
せつ

明
めい

できない場
ば
合
あい

は、問
もん

答
どう

練
れん

習
しゅう

から始
はじ

めてもよい。

　例
れい
）Ｑ：どの国

くに
も一

いち
番
ばん

多
おお

いのは何
なん

ですか。

　　　Ａ：「友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す
ごす」が一

いち
番
ばん

多
おお

いです。

　　　Ｑ： 他
ほか

の国
くに

にない「休
きゅう

日
じつ

の過
す
ごし方

かた
」があるのは

どの国
くに

ですか。

　　　Ａ： 韓
かん

国
こく

の若
わか

者
もの

です。「パソコンやインターネッ

トを利
り
用
よう

」する人
ひと

が多
おお

いです。

② クラスで同
おな

じ調
ちょう

査
さ
を行

おこな
い、結

けっ
果
か
を集

しゅう
計
けい

し５つの国
くに

と比
くら

べる。クラスの人
にん

数
ずう

が少
すく

ない場
ば
合
あい

は、同
おな

じ学
がく

年
ねん

の生
せい

徒
と

全
ぜん

員
いん

に調
ちょう

査
さ
をしてもよい。

③ 調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
に対

たい
して意

い
見
けん

や感
かん

想
そう

を述
の
べる。この話

はな
し合

あ
い

は母
ぼ
語
ご
でしてもよい。

留
りゅう
意
い
点
てん
：

・ 表
ひょう

の見
み
方
かた

に慣
な
れていない学

がく
習
しゅう

者
しゃ

の場
ば
合
あい

、まず表
ひょう

の見
み
方
かた

を確
かく

認
にん

する。複
ふく

数
すう

回
かい

答
とう

であるため、数
すう

字
じ
を足

た
すと100

％を超
こ
えることなどは説

せつ
明
めい

が必
ひつ

要
よう

だろう。

応
おう
用
よう
：

・ 表
ひょう

の中
なか

の言
こと

葉
ば
や表

ひょう
現
げん

が難
むずか

しいときは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベル

に合
あ
わせて書

か
き換

か
える。

・ 同
おな

じウェブサイトで他
ほか

の質
しつ

問
もん

の調
ちょう

査
さ
結
けっ

果
か
も見

み
ることが

できるので、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の興
きょう

味
み
や関

かん
心
しん

を考
かんが

えて他
ほか

のものも

利
り
用
よう

する。

◆ 授
じゅ
業
ぎょう
に文

ぶん
化

か
理

り
解
かい
を取

と
り込

こ
もう

　前
ぜん

回
かい

と今
こん

回
かい

で、日
に
本
ほん

語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう

に文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

を取
と
り入

い
れる

具
ぐ
体
たい

的
てき

な方
ほう

法
ほう

を紹
しょう

介
かい

しました。普
ふ
段
だん

の授
じゅ

業
ぎょう

の中
なか

でも、言
こと

葉
ば
の背

はい
景
けい

にある文
ぶん

化
か
や習

しゅう
慣
かん

に注
ちゅう

目
もく

してみたり、使
つか

う教
きょう

材
ざい

を工
く
夫
ふう

してみたりすることによって、日
に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
に触

ふ
れ、

文
ぶん

化
か
の違

ちが
いについて考

かんが
える機

き
会
かい

が持
も
てます。異

い
文
ぶん

化
か
に対

たい

する驚
おどろ

きや発
はっ

見
けん

を通
とお

して、自
じ
分
ぶん

たちの文
ぶん

化
か
に対

たい
する理

り
解
かい

も深
ふか

まるでしょう。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の発
はっ

見
けん

を観
かん

察
さつ

しながら、先
せん

生
せい

方
がた

も文
ぶん

化
か
理
り
解
かい

を楽
たの

しんでください。

表
ひょう
　休

きゅう
日
じつ
の過

す
ごし方

かた
（各

かっ
国
こく
比
ひ
較
かく
）

順
じゅん
位
い国

こく
名
めい

１位
い

２位
い

３位
い

４位
い

５位
い

日
に
本
ほん

友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す

ごす

65.9

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

52.5

ショッピング

を楽
たの

しむ

32.6

特
とく

に何
なに

もせず、

ぶらぶら

31.9

読
どく

書
しょ

をしたり、

音
おん

楽
がく

を聞
き
いた

りする

27.7

韓
かん
国
こく

友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す

ごす

67.9

パソコンやイ

ンターネット

を利
り
用
よう

52.9

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

45.9

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき

等
など

を

見
み
に行

い
く

41.6

恋
こい

人
びと

と共
とも

に過
す

ごす

25.5

アメリカ

友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す

ごす

68.0

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき

等
など

を

見
み
に行

い
く

50.5

家
か
族
ぞく

と共
とも

に過
す

ごす

50.1

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

49.1

特
とく

に何
なに

もせず、

ぶらぶら

47.3

スウェーデン

友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す

ごす

90.6

テレビなどを

みて、のんび

り過
す
ごす

64.1

ショッピング

を楽
たの

しむ

59.1

読
どく

書
しょ

をしたり、

音
おん

楽
がく

を聞
き
いた

りする

56.1

ディスコ、カ

ラオケなどで

過
す
ごす

54.7

ドイツ

友
ゆう

人
じん

と共
とも

に過
す

ごす

68.5

ディスコ、カ

ラオケなどで

過
す
ごす

52.8

恋
こい

人
びと

と共
とも

に過
す

ごす

47.3

スポーツ、映
えい

画
が
、演

えん
劇
げき

等
など

を

見
み
に行

い
く

42.6

読
どく

書
しょ

をしたり、

音
おん

楽
がく

を聞
き
いた

りする

42.3

（％）

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

「みんなの教
きょう

材
ざい

サイト」http://www.jpf.go.jp/kyozai/

『写
しゃ

真
しん

パネルバンク V・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

シリーズ』（1998）

　　国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター

「第
だい

7 回
かい

　世
せ
界
かい

青
せい

少
しょう

年
ねん

意
い
識
しき

調
ちょう

査
さ
」（内

ない
閣
かく

府
ふ
）

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/

pdf/top.html

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：阿

あ
部
べ
洋
よう

子
こ
、中

なか
村
むら

雅
まさ

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

　　　　　　　　　　　読
どく

者
しゃ

の皆
みな

さんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

などぜひお寄
よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

http://www.jpf.go.jp/kyozai/
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html
http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/worldyouth7/pdf/top.html
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実
じっ
生
せい
活
かつ
に役

やく
立
だ
つロールプレイ

『会
かい

話
わ

に挑
ちょう

戦
せん

！中
ちゅう

級
きゅう

前
ぜん

期
き

からの日
に

本
ほん

語
ご

ロールプレイ』

▽「気
き
づき」を重

じゅう
視
し
する会

かい
話
わ
教
きょう
材
ざい

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

は日
に
本
ほん

語
ご
初
しょ

級
きゅう

を修
しゅう

了
りょう

した段
だん

階
かい

から使
つか

え

る会
かい

話
わ
教
きょう

材
ざい

です。一
いち

番
ばん

の特
とく

徴
ちょう

として、ロールプ

レイ（学
がく

習
しゅう

者
しゃ

がロールカードに書
か
かれた役

やく
割
わり

を

演
えん

ずることによって学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

の定
てい

着
ちゃく

を図
はか

る方
ほう

法
ほう

）を通
つう

じて、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に多
おお

くの気
き
づきを生

う
み出

だ

すことが挙
あ
げられます。教

きょう
材
ざい

のつくりはロール

プレイをする前
まえ

に、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にその場
ば
面
めん

で使
つか

われ

るであろう表
ひょう

現
げん

や語
ご
彙
い
を提

てい
示
じ
せずに、ロールプ

レイを行
おこな

わせるようになっています。もちろん、

この場
ば
合
あい

、会
かい

話
わ
がスムーズにできなかったり、

途
と
中
ちゅう

で失
しっ

敗
ぱい

したりしますが、目
もく

的
てき

は学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えた表
ひょう

現
げん

が状
じょう

況
きょう

に合
あ
うかどうか、語

ご
彙
い
が

適
てき

切
せつ

かどうか、また、自
じ
分
ぶん

に何
なに

が足
た
りなかった

のか、どんな言
げん

語
ご
知
ちし

識
き
、表

ひょう
現
げん

が必
ひつ

要
よう

だったのか

を気
き
づかせることです。それから、教

きょう
材
ざい

で提
てい

示
じ

されている表
ひょう

現
げん

や語
ご
彙
い
を勉

べん
強
きょう

させ、再
さい

度
ど
のロー

ルプレイにつなげます。

　ロールプレイの場
ば
面
めん

は全
ぜん

部
ぶ
で22あります。

「希
き
望
ぼう

の部
へ
屋
や
を探

さが
す」「電

でん
話
わ
でアルバイトに応

おう

募
ぼ
する」「ごみの出

だ
し方

かた
を注

ちゅう
意
い
されて謝

あやま
る」「進

しん

学
がく

について教
おし

えてもらう」「面
めん

接
せつ

の練
れん

習
しゅう

をする」

など、どれも留
りゅう

学
がく

生
せい

の実
じっ

生
せい

活
かつ

にすぐ役
やく

立
だ
つもの

です。また、一
ひと

つの場
ば
面
めん

で行
おこな

う活
かつ

動
どう

はだいたい

90分
ぷん

から100分
ぷん

に設
せっ

定
てい

されています。活
かつ

動
どう

の手
て

順
じゅん

や時
じ
間
かん

配
はい

分
ぶん

も書
か
かれており、授

じゅ
業
ぎょう

の参
さん

考
こう

にな

ります。

▽総
そう
合
ごう
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
力
りょく
を高

たか
める

　ことを目
もく
標
ひょう
とした会

かい
話
わ
教
きょう
材
ざい

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

には本
ほん

冊
さつ

と別
べっ

冊
さつ

があります。本
ほん

冊
さつ

は22

の課
か
があり、各

かく
課
か
は「目

もく
的
てき

」「ウォームアップ」

「ロールプレイ」「会
かい

話
わ
を考

かんが
えよう」「表

ひょう
現
げん

･語
ご

彙
い
」「もう一

いち
度
ど
、発

はっ
表
ぴょう

しよう」の順
じゅん

で構
こう

成
せい

され

ています。それに「教
きょう

材
ざい

の使
つか

い方
かた

と注
ちゅう

意
い
点
てん

」

「気
き
づきシート

の使
つか

い方
かた

」もあ

ります。多
おお

くの

「気
き
づき」を促

うなが

すため、「気
き
づ

きシート」も２

種
しゅ

類
るい

載
の
せてあります。短

みじか
い感

かん
想
そう

を書
か
く「気

き
づき

シート１」と発
はっ

表
ぴょう

のポイントを書
か
く「気

き
づきシ

ート２」に学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が互
たが

いに気
き
づいたことや感

かん
想
そう

を記
き
入
にゅう

することによって、自
じ
分
ぶん

達
たち

の発
はつ

話
わ
を観

かん
察
さつ

する視
し
点
てん

も育
そだ

てます。

　別
べっ

冊
さつ

には〈授
じゅ

業
ぎょう

実
じっ

践
せん

例
れい

（ロールプレイの目
もく

的
てき

のほかに各
かく

活
かつ

動
どう

の時
じ
間
かん

配
はい

分
ぶん

や授
じゅ

業
ぎょう

の流
なが

れ、授
じゅ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

、教
きょう

師
し
の指

し
示
じ
、学

がく
生
せい

の発
はつ

話
わ
などが詳

くわ
しく書

か

かれている）〉と〈会
かい

話
わ
を考

かんが
えよう例

れい
（各

かく
課
か
の

「会
かい

話
わ
を考

かんが
えよう」「ウォームアップ」「表

ひょう
現
げん

・

語
ご
彙
い
」の解

かい
答
とう

例
れい

）〉があります。

　さらに、より豊
ゆた

かな留
りゅう

学
がく

生
せい

活
かつ

を送
おく

るため、「初
しょ

対
たい

面
めん

の人
ひと

と話
はな

すときには」「依
い
頼
らい

のしかた」な

どのコラムも多
た
数
すう

あります。授
じゅ

業
ぎょう

でそれを「ウ

ォームアップ」に利
り
用
よう

したり、「ロールプレイ」

のまとめやディスカッションの資
し
料
りょう

として活
かつ

用
よう

したりすることもできます。

●データ●

　「日
に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
材
ざい

や図
と
書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

してい

きます。誌
し
面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ

・資
し
料
りょう

」

などを取
と
り上

あ
げます。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん

ばこ
Bookshelf： Introduction of New Titles

目
もく
次
じ

P. 56 P. 57

※データ凡
はん
例
れい
　z著

ちょ
者
しゃ
　x出

しゅっ
版
ぱん
社
しゃ
　c刊

かん
行
こう
年
ねん
月
げつ
　vISBN　b判

はん
型
けい
・ページ数

すう
　n定

てい
価
か
　mその他

た

z中
なか
居
い
順
じゅん
子
こ
、近

こん
藤
どう
扶
ふさ
美
み
、鈴

すず
木
き
真
ま
理
り
子
こ
、小

お
野
の
恵
え

久
く
子
こ
、荒

あら
巻
まき
朋
とも
子
こ
、森

もり
井
い
哲
てつ
也
や
　xスリーエーネットワ

ーク（〒101-0064  東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町
ちょう
2-6-3

（ 松
しょう
栄
えい
ビル））  TEL.03-3292-5751  FAX.03- 

3292-6195  URL. http://www.3anet.co.jp  

c2005年
ねん
9月

がつ
 1
つい
 日
たち
   v4-88319-361-6   bB5判

ばん

146ページ　n2,520円
えん
　mCD（30分

ぷん
）、別

べっ
冊
さつ

実
じっ
践
せん
例
れい
、解

かい
答
とう
例
れい
付
つき

http://www.3anet.co.jp/
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　子
こ
どもたちに人

にん
気
き
がある商

しょう
品
ひん

やメニューを紹
しょう

介
かい

する写
しゃ

真
しん

絵
え
本
ほん

です。18センチ四
し
方
ほう

の厚
あつ

紙
がみ

の本
ほん

です。

　『ファミリーレストラン』では、ハンバーグ

などのお肉
にく

料
りょう

理
り
、和

わ
食
しょく

、子
こ
供
ども

の好
す
きなスパゲテ

ィーやカレーライス、お子
こ
様
さま

メニューの他
ほか

に、

飲
の
み物

もの
やデザートの写

しゃ
真
しん

が名
な
前
まえ

とともに出
で
てい

ます。一
いち

番
ばん

最
さい

後
ご
のページには、お子

こ
様
さま

ランチが

できるまでの手
て
順
じゅん

が簡
かん

単
たん

な解
かい

説
せつ

つきで示
しめ

されて

います。

　『コンビニエンスストア』では、お弁
べん

当
とう

、飲
の

み物
もの

、デザート、パン、おかしなどの棚
たな

と、代
だい

表
ひょう

的
てき

な商
しょう

品
ひん

の写
しゃ

真
しん

が出
で
ています。最

さい
後
ご
のページ

には、お店
みせ

におにぎりがならぶまでの工
こう

程
てい

が出
で

ています。

　どちらの本
ほん

にも物
もの

の値
ね
段
だん

は表
ひょう

示
じ
されていませ

ん。カタカナには振
ふ
り仮

が
名
な
がふってあります。

　このようなカラーの絵
え
本
ほん

は、年
ねん

少
しょう

者
しゃ

だけでな

く、日
に
本
ほん

にまだ行
い
ったことがないあらゆる学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にとって興
きょう

味
み
深
ぶか

いものでしょう。学
がく

習
しゅう

に利
り
用
よう

する方
ほう

法
ほう

はいろいろあり

ます。例
たと

えばレストラン

で注
ちゅう

文
もん

をしたり、コンビ

ニで買
か
い物

もの
をしたりする

ときの会
かい

話
わ
練
れん

習
しゅう

に利
り
用
よう

で

きます。名
な
前
まえ

と写
しゃ

真
しん

のマ

ッチングゲームを作
つく

って

もいいですね。値
ね
段
だん

をイ

ンターネットで調
しら

べたり、

自
じ
国
こく

の物
ぶっ

価
か
と比

ひ
較
かく

するの

も面
おも

白
しろ

いでしょう。自
じ
国
こく

で珍
めずら

しい商
しょう

品
ひん

なら、どの

ようなものなのか想
そう

像
ぞう

し

てから、後
あと

で調
しら

べて発
はっ

表
ぴょう

するという学
がく

習
しゅう

にしても

面
おも

白
しろ

いだろうと思
おも

います。

　シリーズには「ほかほ

かやきたてぱんやさん」

「しょうぼうしさんしゅつどう」「どうぶつえん

のおしごと」「きれいなはなやさん」があります。

●データ●
zみっとめるへん社

しゃ
編
へん
　xポプラ社

しゃ
（〒160- 

8565　東
とう
京
きょう
都
と
新
しん
宿
じゅく
区
く
大
だい
京
きょう
町
ちょう
22-1）　TEL.03- 

3357-2212　FAX.03-3359-2359　URL.http:// 

www.poplar.co.jp　c2005年
ねん
9月

がつ
　v①4-591 

-08799-9　②4-591-08800-6　b各
かく
B5変

へん
形
けい
判
ばん

16ページ　n367円
えん

　この事
じ
典
てん

は、旧
きゅう

版
ばん

『日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

事
じ
典
てん

』（1982

年
ねん

初
しょ

版
はん

）の内
ない

容
よう

を全
ぜん

面
めん

的
てき

に見
み
直
なお

し、近
きん

年
ねん

の日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

の変
へん

化
か
に対

たい
応
おう

して、新
あら

たな事
じ
典
てん

として編
へん

纂
さん

されたものです。日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

だけでなく、言
げん

語
ご
学
がく

、教
きょう

育
いく

学
がく

、情
じょう

報
ほう

学
がく

、心
しん

理
り
学
がく

、哲
てつ

学
がく

など、多
た

様
よう

な分
ぶん

野
や
から400名

めい
を超

こ
える専

せん
門
もん

家
か
が執

しっ
筆
ぴつ

にあ

たり、幅
はば

広
ひろ

い視
し
点
てん

から総
そう

合
ごう

的
てき

に日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

を捉
とら

えた内
ない

容
よう

になっています。日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

以
い
外
がい

の分
ぶん

野
や
の方

かた
も読

どく
者
しゃ

として想
そう

定
てい

していますので、あま

り予
よ
備
び
知
ち
識
しき

がない人
ひと

でも理
り
解
かい

できます。

　「音
おん

声
せい

・音
おん

韻
いん

」、「文
ぶん

法
ぽう

」「語
ご
彙
い
・意

い
味
み
」「こ

とばと運
うん

用
よう

」「文
も
字
じ
・表

ひょう
記
き
」「ことばと社

しゃ
会
かい

」

「言
げん

語
ご
・言

げん
語
ご
教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

の方
ほう

法
ほう

」「言
げん

語
ご
習
しゅう

得
とく

・教
きょう

授
じゅ

法
ほう

」「教
きょう

育
いく

・学
がく

習
しゅう

メディア」「国
こく

内
ない

の日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

」「海
かい

外
がい

の日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

」の11の大
だい

分
ぶん

類
るい

のもと

に合
ごう

計
けい

1,000項
こう

目
もく

を超
こ
える内

ない
容
よう

が解
かい

説
せつ

され、基
き

礎
そ
的
てき

な知
ち
識
しき

だけでなく、最
さい

新
しん

の研
けん

究
きゅう

動
どう

向
こう

につい

ても紹
しょう

介
かい

されています。

　この事
じ
典
てん

の特
とく

色
しょく

は、実
じっ

際
さい

に教
おし

えるときに役
やく

に

立
た
つ情

じょう
報
ほう

が盛
も
り込

こ
まれていることです。解

かい
説
せつ

で

は、問
もん

題
だい

を具
ぐ
体
たい

的
てき

に提
てい

示
じ
し、その問

もん
題
だい

に取
と
り組

く

む視
し
点
てん

と考
かんが

え方
かた

が示
しめ

さ

れています。また、内
ない

容
よう

によっては、わかり

やすい表
ひょう

や図
ず
がついて

いて知
ち
識
しき

を整
せい

理
り
するの

に役
やく

立
だ
ちます。各

かく
解
かい

説
せつ

の終
お
わりには参

さん
考
こう

文
ぶん

献
けん

が掲
けい

載
さい

されていますの

で、研
けん

究
きゅう

を進
すす

める上
うえ

で

の参
さん

考
こう

にすることもで

きます。

　日
ひ
々
び
の疑

ぎ
問
もん

をその

ままにしておかずに、

時
とき

々
どき

参
さん

考
こう

になさるこ

とをお勧
すす

めします。

　また、この事
じ
典
てん

に

は、2003年
ねん

度
ど
から改

かい

定
てい

・施
し
行
こう

された日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

試
し
験
けん

の新
しん

シラバスに対
たい

応
おう

した内
ない

容
よう

も網
もう

羅
ら
されていますので、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
になる

ために勉
べん

強
きょう

している方
かた

にも役
やく

に立
た
ちます。

●データ●
z日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がっ
会
かい
編
へん
　x大

たい
修
しゅう
館
かん
書
しょ
店
てん
（〒101- 

8466　東
とう
京
きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
神
かん
田
だ
錦
にしき
町
ちょう
3-24）　TEL. 

03-3295-6231　FAX.03-3295-4108　URL. 

http://www.taishukan.co.jp　c2005 年
ねん
10 月

がつ

 1
つい
 日
たち
　v4-469-01276-9　b1,170ページ　

n9,450円
えん

コンビニやファミリーレストランの人
にん
気
き
商
しょう
品
ひん
を写

しゃ
真
しん
で紹

しょう
介
かい

『ファミリーレストランでおしょくじ』『コンビニエンスストアでおかいもの』350シリーズおしごとえほん①②

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
についての基

き
本
ほん
事
じ
項
こう
を網

もう
羅
ら
した百

ひゃっ
科
か
事
じ
典
てん
の新

しん
版
ばん

『新
しん

版
ばん

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

事
じ

典
てん

』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 208

『コンビニエンスストア』P7・P8

『ファミリーレストラン』P13・P14

P. 209

http://www.taishukan.co.jp/
http://www.taishukan.co.jp/
http://www.poplar.co.jp/
http://www.poplar.co.jp/
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　本
ほん

書
しょ

は、日
に
本
ほん

語
ご
の新

しん
聞
ぶん

を辞
じ
書
しょ

なしで読
よ
むこと

が少
すこ

し難
むずか

しい、中
ちゅう

級
きゅう

後
こう

半
はん

～上
じょう

級
きゅう

前
ぜん

半
はん

レベルの留
りゅう

学
がく

生
せい

のために書
か
かれた文

ぶん
章
しょう

読
どっ

解
かい

のテキストです。

特
とく

に経
けい

済
ざい

学
がく

や法
ほう

学
がく

などの社
しゃ

会
かい

科
か
学
がく

を専
せん

門
もん

に学
まな

ん

でいる学
がく

生
せい

や、日
に
本
ほん

の社
しゃ

会
かい

や文
ぶん

化
か
について詳

くわ
し

く知
し
りたいと思

おも
っている学

がく
生
せい

を対
たい

象
しょう

にしていま

す。

　この本
ほん

のいちばん大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

は、入
にゅう

門
もん

書
しょ

や論
ろん

文
ぶん

などの専
せん

門
もん

の文
ぶん

章
しょう

が読
よ
めるようになるための

「読
どっ

解
かい

のストラテジー」が学
まな

べるという点
てん

です。

取
と
り上

あ
げられているストラテジーは、「キーワ

ードを見
み
つける」「文

ぶん
章
しょう

の問
と
いをつかむ」「文

ぶん
章
しょう

の

問
と
いに対

たい
する答

こた
えを見

み
つける」「出

で
来
き
事
ごと

の前
ぜん

後
ご
関
かん

係
けい

をつかむ」「出
で
来
き
事
ごと

の因
いん

果
が
関
かん

係
けい

をつかむ」「対
たい

比
ひ

の構
こう

造
ぞう

をつかむ」「譲
じょう

歩
ほ
と逆

ぎゃく
接
せつ

の構
こう

造
ぞう

をつかむ」

「列
れっ

挙
きょ

の構
こう

造
ぞう

をつかむ」といった読
よ
み方

かた
です。

　本
ほん

書
しょ

は、〈本
ほん

文
ぶん

〉〈読
どっ

解
かい

のストラテジー〉〈スト

ラテジーを身
み
につける練

れん
習
しゅう

〉〈実
じっ

践
せん

練
れん

習
しゅう

〉〈本
ほん

文
ぶん

語
ご

彙
い
・実

じっ
践
せん

練
れん

習
しゅう

語
ご
彙
い
〉の５つの部

ぶ
分
ぶん

から構
こう

成
せい

され

ていて、練
れん

習
しゅう

を通
とお

していろいろな「読
どっ

解
かい

のスト

ラテジー」が身
み
につ

くように作
つく

られてい

ます。

　文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

やテキ

スト・タイプが社
しゃ

会
かい

科
か
学
がく

分
ぶん

野
や
の専

せん
門
もん

の文
ぶん

章
しょう

に限
かぎ

られているの

で、多
た
様
よう

なタイプの

文
ぶん

章
しょう

の読
よ
み方

かた
を練

れん
習
しゅう

することはできませ

んが、本
ほん

書
しょ

の中
なか

で展
てん

開
かい

されているアイデ

アを他
ほか

の読
よ
みの素

そ
材
ざい

に対
たい

してどのように

応
おう

用
よう

すること

ができるか、

教
きょう

師
し
の腕

うで
の見

み

せ所
どころ

といえる

でしょう。

●データ●

　外
がい

国
こく

語
ご
を学

まな
ぶためには語

ご
彙
い
や文

ぶん
法
ぽう

の知
ち
識
しき

だけ

でなく、談
だん

話
わ
上
じょう

の知
ち
識
しき

も重
じゅう

要
よう

であると言
い
われて

います。実
じっ

際
さい

、｢は｣と｢が｣の使
つか

い分
わ
けや、ある

文
ぶん

型
けい

、例
たと

えば受
うけ

身
み
文
ぶん

がどのような効
こう

果
か
をもたら

すかを理
り
解
かい

するには、文
ぶん

法
ぽう

知
ち
識
しき

だけでは十
じゅう

分
ぶん

で

はありません。さらに、文
ぶん

章
しょう

の読
どっ

解
かい

でも、全
ぜん

体
たい

の内
ない

容
よう

や書
か
き手

て
の意

い
見
けん

などを理
り

解
かい

するためには、談
だん

話
わ
全
ぜん

体
たい

にわ

たった知
ち
識
しき

が必
ひつ

要
よう

となります。

　本
ほん

書
しょ

では、談
だん

話
わ
を「コミュニ

ケーションを目
もく

的
てき

として行
おこ

なわ

れる言
げん

語
ご
行
こう

為
い
」と定

てい
義
ぎ
し、話

はな
し

言
こと

葉
ば
と書

か
き言

こと
葉
ば
の両

りょう
方
ほう

を含
ふく

めて

います。本
ほん

書
しょ

は、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

に

役
やく

立
だ
つ日

に
本
ほん

語
ご
の談

だん
話
わ
表
ひょう

現
げん

の基
き
礎
そ

的
てき

な55項
こう

目
もく

（事
じ
項
こう

）を選
えら

んで、

解
かい

説
せつ

しています。いろいろなジ

ャンルから選
えら

ばれた豊
ほう

富
ふ
なディスコース（談

だん
話
わ

の断
だん

片
ぺん

）の例
れい

を載
の
せているのが特

とく
徴
ちょう

です。

　全
ぜん

体
たい

は８章
しょう

から成
な
ります。各

かく
章
しょう

の初
はじ

めにその

章
しょう

全
ぜん

体
たい

に関
かん

する概
がい

説
せつ

、続
つづ

いてその章
しょう

の各
かく

事
じ
項
こう

に

ついて、その談
だん

話
わ
上
じょう

の機
き
能
のう

や表
ひょう

現
げん

効
こう

果
か
をポイン

トごとに解
かい

説
せつ

し、さらに、その事
じ
項
こう

がよく使
つか

わ

れるジャンルから具
ぐ
体
たい

的
てき

な使
し
用
よう

例
れい

を示
しめ

して、説
せつ

明
めい

しています。最
さい

後
ご
に、教

おし
えるためのヒントと

参
さん

考
こう

文
ぶん

献
けん

を載
の
せています。

　例
たと

えば、「は」と「が」については、第
だい

６章
しょう

「文
ぶん

表
ひょう

現
げん

｣の「現
げん

象
しょう

文
ぶん

と判
はん

断
だん

文
ぶん

｣の事
じ
項
こう

で、主
しゅ

語
ご

に「が」が使
し
用
よう

される現
げん

象
しょう

文
ぶん

と、「は」が使
し
用
よう

される判
はん

断
だん

文
ぶん

が、談
だん

話
わ
の展

てん
開
かい

にどのように関
かかわ

っ

ているかを、小
しょう

説
せつ

の一
いち

部
ぶ
を例

れい
にとっ

て具
ぐ
体
たい

的
てき

に解
かい

説
せつ

し

ています。また、

「日
に
本
ほん

語
ご
のバリエ

ーション」の章
しょう

で「世
せ
代
だい

差
さ
と言

げん
語
ご
」の事

じ
項
こう

に

「若
わか

者
もの

ことば」を、「ジャンル別
べつ

談
だん

話
わ
の表

ひょう
現
げん

と

構
こう

造
ぞう

」の章
しょう

で「マンガ・アニメの世
せ
界
かい

」という

事
じ
項
こう

を取
と
り上

あ
げるなど、最

さい
近
きん

の談
だん

話
わ
現
げん

象
しょう

も扱
あつか

っ

ています。本
ほん

書
しょ

は、談
だん

話
わ
分
ぶん

析
せき

の学
がく

習
しゅう

書
しょ

や日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し
の参

さん
考
こう

書
しょ

としての利
り
用
よう

のほかに、上
じょう

級
きゅう

の読
どっ

解
かい

教
きょう

材
ざい

としても使
つか

えます。

●データ●

z一
ひとつ
橋
ばし
大
だい
学
がく
留
りゅう
学
がく
生
せい
センター　xスリーエーネ

ットワーク（P.11のデータ参
さん
照
しょう
）　c2005年

ねん
10

月
がつ
17日

にち
　v4-88319-369-1　bB5判

ばん
69ページ 

n1,260円
えん
　m別

べっ
冊
さつ
付
つき

z泉
せん
子
こ
･K･メイナード　xくろしお出

しゅっ
版
ぱん
（〒

112-0002　東
とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし
川
かわ
3-16-5）　TEL. 

03-5684-3389  FAX.03-5684-4762  URL.http:// 

www.9640.jp c2005年
ねん
11月

がつ
21日

にち
 v4-87424- 

335-5　bA5判
ばん
　505ページ　n3,150円

えん

専
せん
門
もん
の文

ぶん
章
しょう
を効

こう
率
りつ
よく読

よ
むために

『留
りゅう

学
がく

生
せい

のためのストラテジーを使
つか

って学
まな

ぶ文
ぶん

章
しょう

の読
よ

み方
かた

』

表
ひょう
現
げん
の効

こう
果
か
や意

い
味
み
を豊

ほう
富
ふ
な談

だん
話
わ
例
れい
から学

まな
ぶ

『日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の現
げん

場
ば

で使
つか

える　談
だん

話
わ

表
ひょう

現
げん

ハンドブック』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 4 の〈読
どっ
解
かい
ストラテジー〉

xii xiiix xi

目
もく
次
じ

P.11 ～ 13 は国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

の以
い
下
か
の日

に
本
ほん

語
ご
専
せん

任
にん

講
こう

師
し
が図

と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん

して紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

王
おうおう

　崇
すうすう

梁
りょうりょう

、久
く
保
ぼ
田
た
美
よし

子
こ
、長

なが
坂
さか

水
み
晶
あき

、木
き
谷
たに

直
なお

之
ゆき

、向
むか

井
い
園
その

子
こ
（執

しっ
筆
ぴつ

順
じゅん

）

http://www.3anet.co.jp/
http://www.3anet.co.jp/
http://www.9640.jp
http://www.9640.jp
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　前
ぜん

回
かい

は「は」と「が」の使
つか

い方
かた

の基
き
本
ほん

を勉
べん

強
きょう

しました。

今
こん

回
かい

はもう少
すこ

し突
つ
っ込

こ
んで考

かんが
えていきたいと思

おも
います。

　皆
みな

さんは次
つぎ

の文
ぶん

のａとｂの違
ちが

いがわかりますか。（2）

と（3）は宿
しゅく

題
だい

でしたね。

（1）ａ．象
ぞう

は鼻
はな

が長
なが

い。

　　ｂ．象
ぞう

の鼻
はな

は長
なが

い。

（2）ａ．林
はやし

さんが帰
かえ

るとき、　　　　　　　　　　　　。

　　ｂ．林
はやし

さんは帰
かえ

るとき、　　　　　　　　　　　　。

（3）ａ．今
きょう
日は友

とも
達
だち

と東
とう

京
きょう

へ行
い
くつもりです。

　　ｂ．友
とも

達
だち

と東
とう

京
きょう

へ今
きょう
日は行

い
くつもりです。

（4）ａ．子
こ
供
ども

の結
けっ

婚
こん

式
しき

で泣
な
かなかった。

　　ｂ．子
こ
供
ども

の結
けっ

婚
こん

式
しき

で泣
な
きはしなかった。

1．皆
みな

さんが象
ぞう

の姿
すがた

を頭
あたま

に思
おも

い浮
う
かべて、象

ぞう
について何

なに

か話
はな

そうとするとき、もう頭
あたま

の中
なか

では「象
ぞう

は・・」とい

う言
い
い方

かた
が始

はじ
まっています。たぶん象

ぞう
全
ぜん

体
たい

を思
おも

い浮
う
かべ、

そのあとで、象
ぞう

の目
め
や鼻

はな
や耳

みみ
など、象

ぞう
の部

ぶ
分
ぶん

を思
おも

い浮
う
か

べていくでしょう。

　　　象
ぞう

　a　鼻
はな

　目
め
　耳

みみ
　・・・・・・

　そのとき出
で
てくる文

ぶん
が（1）ａのように、

　象
ぞう

は鼻
はな

が長
なが

い。象
ぞう

は目
め
が小

ちい
さい。象

ぞう
は耳

みみ
が大

おお
きい。…

　です。これらの文
ぶん

では、「象
ぞう

」が話
はなし

の中
ちゅう

心
しん

、つまり、

主
しゅ

題
だい

（トピック）で、目
め
や鼻

はな
、耳

みみ
などは一

いち
部
ぶ
分
ぶん

でしかあ

りません。

　一
いっ

方
ぽう

、象
ぞう

の全
ぜん

体
たい

ではなく、象
ぞう

の目
め
や鼻

はな
や耳

みみ
などの部

ぶ
分
ぶん

に注
ちゅう

目
もく

して、その部
ぶ
分
ぶん

について何
なに

かを述
の
べようとすると

きは、（1）ｂのように、

　象
ぞう

の鼻
はな

は長
なが

い。象
ぞう

の目
め
は小

ちい
さい。象

ぞう
の耳

みみ
は大

おお
きい。…

　となります。ここでは「象
ぞう

の鼻
はな

」「象
ぞう

の目
め
」「象

ぞう
の耳

みみ
」

が話
はなし

の中
ちゅう

心
しん

で、象
ぞう

そのものは主
しゅ

題
だい

（トピック）ではあり

ません。

2．皆
みな

さんは（2）のａｂの文
ぶん

を完
かん

成
せい

してみましたか。

　次
つぎ

の i ，ii はａｂどちらに続
つづ

けるといいでしょうか。

i  　いつも「失
しつ

礼
れい

しました」と言
い
います。

ii 　私
わたし

もいっしょに帰
かえ

ろうと思
おも

います。 

　答
こたえ

はａ－ ii 、ｂ－ i です。

ａ．林
はやし

さんが帰
かえ

るとき、私
わたし

もいっしょに行
い
こうと思

おも
います。

ｂ．林
はやし

さんは帰
かえ

るとき、いつも「失
しつ

礼
れい

しました」と言
い
います。

　ａでは「帰
かえ

る」のは誰
だれ

ですか。林
はやし

さんですね。では、

「いっしょに行
い
く」のは？　そうです。「私

わたし
」ですね。

　ｂでは「帰
かえ

る」のは……林
はやし

さんですね。では、「「失
しつ

礼
れい

しました」と言
い
う」のは誰

だれ
ですか。やはり、林

はやし
さんですね。

　ここでわかるのは、ａの「林
はやし

さんが」は「帰
かえ

る」に

しかかからない（影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼさない）のに対
たい

して、ｂの

Enjoy Japanese Grammer !!

「は」と「が」（2）

Grammar studied in the past

文
ぶんぶん

法
ぽうぽう

を 楽
たのたの

し く !!!!文
ぶん

法
ぽう

を 楽
たの

し く !!

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
： 「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自

じ
動
どう
詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、

～ている、～てある、～ために、～ように、～たら、～と



15

「林
はやし

さんは」は「帰
かえ

る」だけでなく、うしろの文
ぶん

の「いつも・・

と言
い
います」までかかって（影

えい
響
きょう

を及
およ

ぼして）いるとい

うことです。

　このことを文
ぶん

法
ぽう

的
てき

に言
い
うと、「「が」は小

ちい
さくかかる。

「は」は大
おお

きくかかる。」ということになります。次
つぎ

の（5）

も同
おな

じです。

（5）

3．（3）ａと（3）ｂはどこが違
ちが

うでしょうか。「今
きょう
日は」

の場
ば
所
しょ

が違
ちが

いますね。ａでは文
ぶん

の一
いち

番
ばん

前
まえ

に、ｂでは動
どう

詞
し

のすぐ前
まえ

に来
き
ています。「今

きょう
日は」の場

ば
所
しょ

が違
ちが

うことで、

意
い
味
み
の違

ちが
いがあるのでしょうか。次

つぎ
の会

かい
話
わ
ではａとｂの

どちらを使
つか

えばいいか考
かんが

えてください。

【会
かい
話
わ
１】Ａ：こんにちは。いいお天

てん
気
き
ですね。

　　　　　Ｂ：暖
あたた
かいですね。

　　　　　Ａ：どこかへ行
い
きますか。

　　　　　Ｂ：ええ、（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　Ａ：そうですか。いいですね。

【会
かい
話
わ
２】Ａ： きのう友

とも
達
だち
と東

とう
京
きょう
へ行

い
かなかったんです

か。

　　　　　Ｂ：ええ、ちょっと忙
いそが
しくて。

　　　　　Ａ： いつ行
い
くんですか。早

はや
く行

い
ってくださいよ。

　　　　　Ｂ：すみません。（　　　　　　　　　　　　）

　　　　　Ａ：きっと行
い
ってくださいよ。

　会
かい

話
わ
１にはａが、会

かい
話
わ
２にはｂが当

あ
てはまります。会

かい

話
わ
１では「今

きょう
日どこへ行

い
くのか」ということが話

わ
題
だい

になっ

ているので、Ｂの答
こたえ

は「今
きょう
日は友

とも
達
だち

と東
とう

京
きょう

へ行
い
くつもり

です。」となります。一
いっ

方
ぽう

、会
かい

話
わ
２では、Ｂはきのうも

東
とう

京
きょう

に行
い
かなかったので、Ａから早

はや
く行

い
くように催

さい
促
そく

さ

れています。それで「きのうではなく、明
あ
日
す
でもなく、

友
とも

達
だち

と東
とう

京
きょう

へ今
きょう
日は行

い
きます」と「今

きょう
日」を強

きょう
調
ちょう

して答
こた

えています。「今
きょう
日」をほかの日

ひ
と比

くら
べて、対

たい
比
ひ
的
てき

に取
と

り上
あ
げています。＊

　今
きょう
日はに限

かぎ
らず、「名

めい
詞
し
＋は」が動

どう
詞
し
のすぐ前

まえ
にある

と対
たい

比
ひ
的
てき

な意
い
味
み
合
あ
いを持

も
つことが多

おお
くなります。

　次
つぎ

の（6）（7）の「は」も対
たい

比
ひ
を表

あらわ
しています。

（6）魚
さかな

は食
た
べますが、肉

にく
はちょっと…。

（7）田
た
中
なか

さんからはメールが来
く
るけれど、山

やま
田
だ
さんから

は来
こ
ない。

　このように、「は」は主
しゅ

題
だい

（トピック）だけでなく、

対
たい

比
ひ
を表

あらわ
します。

＊ （「今
きょう
日は」を強

つよ
く発

はつ
音
おん

すれば、会
かい

話
わ
２のＢに「ａ．

今
きょう
日は友

とも
達
だち

と東
とう

京
きょう

へ行
い
くつもりです。」が来

く
るこ

ともできます。）

4．（4）のａとｂはどう違
ちが

うでしょうか。ａには「は」

がありませんが、ｂは「泣
な
かなかった」の中

なか
に「は」が

入
はい

り込
こ
んで「泣

な
きはしなかった」となっています。

【会
かい
話
わ
３】Ａ：お嬢

じょう
さんのご結

けっ
婚
こん
、おめでとう。

　　　　　Ｂ：ありがとう。

　　　　　Ａ：結
けっ
婚
こん
式
しき
では泣

な
いたんじゃない？

　　　　　Ｂ：ａ． ううん、泣
な
かなかったよ。楽

たの
しかっ

たよ。

　　　　　　　ｂ．うん、泣
な
きはしなかったけど…。

　ＢａとＢｂを比
くら

べてください。Ｂａは単
たん

に「泣
な
かなかっ

た」という事
じ
実
じつ

を述
の
べていますが、Ｂｂでは、「泣

な
かなかっ

た」と何
なに

かを、対
たい

比
ひ
的
てき

に想
そう

像
ぞう

させる言
い
い方

かた
をしています。

「泣
な
かなかったけど、泣

な
きそうになった」とか「泣

な
かな

かったけど、胸
むね

がいっぱいになった」「泣
な
かなかったけど、

涙
なみだ

がこみ上
あ
げてきた」というようなことを想

そう
像
ぞう

させます。

このように「は」は、動
どう

詞
し
の中

なか
に入

はい
り込

こ
むことによって、

対
たい

比
ひ
的
てき

に、ほかのことを想
そう

像
ぞう

させる働
はたら

きを持
も
っています。

これも「は」の対
たい

比
ひ
の働

はたら
きのひとつです。

　今
こん

回
かい

は前
ぜん

回
かい

に引
ひ
き続

つづ
き、「は」と「が」の用

よう
法
ほう

につい

て説
せつ

明
めい

しました。前
ぜん

回
かい

の「まとめ」に今
こん

回
かい

のポイントを

加
くわ

えると、「は」と「が」の全
ぜん

体
たい

像
ぞう

が見
み
えてくると思

おも
い

ます。

文
ぶん
法
ぽう
を楽

たの
しく !!

ａ．林さんが  帰るとき、私も  いっしょに行こうと思います。 
はやし わたし かえ い おも 

ｂ．林さんは  帰るとき、いつも「失礼しました」と言います。 
はやし かえ かえ しつ れい い 

ａ．鳥が  飛ぶとき、木の枝が  揺れる。 
とり と き えだ ゆ 

ｂ．鳥は 飛ぶとき、木の枝を揺らす。 
とり と き えだ ゆ 

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

やご質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。

｢ ヤスコの日
に
本
ほん

語
ご
ハウス ｣ という個

こ
人
じん

のホームページを開
ひら

いています。英
えい

語
ご
の翻

ほん
訳
やく

も付
つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう

してください。

ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

三
み
上
かみ

　章
あきら

（1960）『象
ぞう

は鼻
はな

が長
なが

い』くろしお出
しゅっ

版
ぱん

 

市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（2005）『初

しょ
級
きゅう

日
に
本
ほん

語
ご
文
ぶん

法
ぽう

と教
おし

え方
かた

のポイント』スリーエー

ネットワーク

http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htm
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　「日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

者
しゃ

訪
ほう

日
にち

研
けん

修
しゅう

（大
だい

学
がく

生
せい
・春

しゅん
季
き
）」では、「インタビュープロジェクト」と題

だい
して、

日
に
本
ほん

や日
に
本
ほん

人
じん

について興
きょう

味
み
があることを調

しら
べました。トルコのエルダルさん、アゼルバン

ジャンのシャイーグさん、メキシコのダニエルさん（写
しゃ

真
しん

左
ひだり

から）は、「日
に
本
ほん

人
じん

の時
じ
間
かん

感
かん

覚
かく

」について調
しら

べることにしました。

Nippon Report
Do you think you are punctual?

Nipponリポート
このコーナーでは、関

かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

第
だい
５回

かい

日
に
本
ほん
人
じん
は時

じ
間
かん
に

厳
きび
しいですか

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）

t 日
に
本
ほん
人
じん
にインタビューしているところ

▽ 「日
に
本
ほん
人
じん
と時

じ
間
かん
」についてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

 ときをまなぼう（「バーチャル教
きょう
室
しつ
」ページのみ日

に
本
ほん
語
ご
/ 英

えい
語
ご
/ 韓

かん
国
こく
語
ご
）

 http://www.kodomo-seiko.com/classroom/index.html

　 シチズン意
い
識
しき
調
ちょう
査
さ
（日

に
本
ほん
語
ご
のみ）

 http://www.citizen.co.jp/research/time/20030528/index.html

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ
：和

いずみもと
泉元千

ち
春
はる

、品
しな

川
がわ

直
なお

美
み
（関

かん
西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

）、リポーター：3人
にん

の研
けん

修
しゅう

生
せい

【日
に
本
ほん
人
じん
にインタビューしました】

もう少
すこ
しくわしく聞

き
きました。

　

私
わたし

の国
くに

では、電
でん

車
しゃ

やバスが 10 分
ぷん

以
い
上
じょう

遅
おく

れても、人
ひと

々
びと

はあまり気
き
にしません。

遅
おく

れるのが普
ふ
通
つう

だと思
おも

っているからか

もしれません。

私
わたし

は、友
とも

達
だち

との約
やく

束
そく

だったら、時
じ
間
かん

よ

り前
まえ

に行
い
くことはあまりないです。遅

おく

れてもだいじょうぶだと思
おも

います。

Q一
いっ
般
ぱん
的
てき
に日

に
本
ほん
人
じん
は時

じ
間
かん
を守

まも
ると思

おも
いますか？ A全

ぜん
員
いん
の答

こた
え「はい」

Q友
とも
達
だち
と約

やく
束
そく
したとき、いつ行

い
きますか？ Q電

でん
車
しゃ
やバスが何

なん
分
ぷん
遅
おく
れたら気

き
になりますか？

Q
どうして「時

じ
間
かん
を守

まも
ることは大

たい
切
せつ
だ」と

思
おも
いますか？ Q

「日
に
本
ほん
人
じん
がきちんと時

じ
間
かん
を守

まも
ること」につ

いてどう思
おも
いますか？

＜日
に
本
ほん
人
じん
の意

い
見
けん
＞

¡他
ほか
の人

ひと
に迷

めい
惑
わく
をかけるのはよくないことだから。

¡ 子
こ
どもの時

とき
から、両

りょう
親
しん
に「時

じ
間
かん
を守

まも
りなさい」と言

い
わ

れてきたから。

¡仕
し
事
ごと
でも日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
でも、時

じ
間
かん
は一

いち
番
ばん
大
たい
切
せつ
なものだから。

いろいろ調
しら

べてみて、私
わたし

たちの国
くに

と日
に
本
ほん

では、時
じ
間
かん

に対
たい

する感
かん

覚
かく

がちがうことがわかり

ました。時
じ
間
かん

に遅
おく

れて人
ひと

に迷
めい

惑
わく

を掛
か
けてはいけないということを、親

おや
は子

こ
どもに、子

こ
ど

もは孫
まご

に教
おし

えるので、時
じ
間
かん

を守
まも

ることは日
に
本
ほん

人
じん

にとって普
ふ
通
つう

のことになりました。だか

ら、日
に
本
ほん

人
じん

は、仕
し
事
ごと

の時
とき

だけでなく、家
か
族
ぞく

や友
とも

達
だち

との間
あいだ

でも時
じ
間
かん

を守
まも

るのだと思
おも

います。
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じ 

時間より後 4％ 時間どおり 4％ 
じ かん じ かん あと 

時間より前 92％ 
かん まえ 

10分 8％ 
ぷん 

1分 19％ 
ぷん 

2分 12％ 
ふん 

3分 8％ 
ぷん 

5分 49％ 
ふん 

気にならない 4％ 
き 

自慢できる 32％ 
じ まん 

普通のことだと思う 40％ 
ふ つう おも 

プレッシャーに感じる 28％ 
かん 

http://www.kodomo-seiko.com/classroom/index.html
http://www.citizen.co.jp/research/time/20030528/index.html



